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図 l普通の植物 図 2 シダレヤナギ
図 3 矢印のところで180 ね゜じれている
ます。この葉緑索は、葉の表側にたくさんあって
裏側には少ししかありません。 したがって、葉の
表に弛い光があたらないと、植物は栄養不足にな
って成長できなくなります。
そこでシダレヤナギは、光が米る方向に葉の表
を向けるため、葉の柄のところで半回転ひねりを
行います。葉の表側が、枝に対して外側に向くこ
とになります（図 3) 。このひねりの能力は、若葉
が出てから 2・3 日目ぐらいにそなわってきます。
大きくなった葉でも、枝を切りとってさかさに立
てておくと、裂がえった葉は再ぴ柄のところで半
回転ひねりをおこな って、表が外側を向いてきます。
このように、 一見たれ下がっているだけに見え
る枝や葉も、少しでも多くの光を得るために、細
かな調節をしているわけです。城址公園の堀のま
わりには、 20 本あまりのシダレヤナギが植えられ
ています。もし、堀のふちを通ることがあれば、
一度シダレヤナギの枝を手にとって、菓のつき方
を観察してみて下さい。（おおたみちひと植物担当）
慣曝l
ハコネサンショ ウウォ
日本産のサンショウウオの中では品も分布が広
く、四国、本州の山地に生息します。海岸に近い
所から標高 2,0m を越す高山にまでみられます。
産卵は源流の石のすきまで行なわれ、この時期の
オス とメスには、流れに流されないためか、 手足
の指の先に黒い爪がはえています。
（文 ・写真 南部久男）
